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[緒言]	巨視的に分子配向が制御されたソフトマテリアルは優れた力学特性および光学特性を発

現するため，分子配向制御による機能化が注目されている。従来の分子配向法として力学延伸や

ラビングを用いた力学的配向法が工業的にも広く用いられているが，微細な分子配向フィルムの

作製は原理的に困難である。一方で，光配向法は微細加工や配向パターニングが容易にできる有

効な手段である。直線偏光の照射によりアゾベンゼンや桂皮酸などの光応答性分子が偏光方向に

応じて配向し，隣接する液晶分子を配向させる。最近，われわれは光重合を利用した新しい分子

配向法を開発した 1, 2)。本手法では，光重合に伴う分子拡散を利用して異方性分子を配向すること

ができる。空間選択的に光を照射することで，露光部と遮光部の間でポリマーとモノマーの濃度

勾配が生じ，分子の流動が誘起される。ずり応力により異方性分子が配向するものの，分子の流

動プロセスと配向の関係には不明な点も多い。そこで本研究では，様々な形状のパターン光照射

を行い，誘起される分子配向挙動とフィルムに形成される表面形状を検討した。	

	[実験・結果]	 重合用試料はアクリレートモノマー

（A6CB）とメタクリレート架橋剤（HDDMA）を混合

し，光重合開始剤（Irgacure651）を添加して調製した

（Figure 1）。厚さ 3 µmのガラスセルに 150 °Cで重合

用試料を浸透させ 100 °Cまで降温した後，露光部と遮

光部の幅を様々に変化させたグレーティング状の光照

射パターンによる光重合を行った。Digital Light 

Processor を用いてパターン光照射を行った後，全面を

光照射した。その後，液体窒素でガラスセルを急冷しフ

ィルムを得た。フィルムの光学異方性は偏光顕微鏡に

より評価した。また，ガラスセルから剥がしたフィルムの表面形状を表面粗さ測定機で測定した

ところ，露光部と遮光部の幅に従い凹凸構造が形成されることがわかった。	
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    Figure 1. Chemical structures of the 
compounds used in this study. 
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